








当期の経営環境と業績について

　当期の我が国経済は、下期になって、世界的金融危機に伴

う景気の悪化に持ち直しの動きがみられましたが、依然として

円高やデフレが続き、厳しい状況となりました。

　このような
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機械事業の売上高は443億13百万円（対前期比183億

26百万円減）、営業損失は30億9百万円（前期は17億

33百万円の利益）となりました。

金属事業の売上高は711億32百万円（対前期比23億

46百万円増）、営業利益は32億24百万円（対前期比32

億1百万円増）となりました。
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連結決算の概要

連結貸借対照表（要旨）







会社概要及び株式の状況（2010年3月31日現在）

株主名 持株数 持株比率
%
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 び （株式の状環
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